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1.研究の背景と目的 

現在のネットショッピングにおいては、インターネット上のショッピングモール（以下、モール）、

ポータルサイト内に出店している店舗が最も利用されている。しかし、ユーザが利用する店舗への到

達手段として最も利用されているのは Yahoo!や Google などのサーチエンジンであり、モール・ポー

タル内での検索やショッピング情報サイトでの検索（以下、商品検索）ではない[2]。商品検索が現在

持つ問題点として、各検索システムに登録された店舗のみが検索対象となっていることがあげられる。

すなわち、複数モールを同時に検索することは不可能であり、モール等に登録していないオンライン

ショップのサイトはサーチエンジンやリンクを使わなければ発見できない状況である。ユーザの店舗

までの到達手段としてサーチエンジンを利用するのは、すべての店舗を網羅する商品検索システムが

ないことが一因となっていると考えられる。 

本研究では、モール・ポータルへの登録の有無やサイトの規模などを限定しない商品検索の実現を

目的として、オンライン販売商品検索システムを提案し構築する。評価実験により提案手法の有用性

を示す。 

2.システムの概要 

2.1 システムの構成 

ユーザが、ブラウザから本システ

ムのページにアクセスすると図 1

の画面が表示される。テキストボ

ックスにユーザがクエリを入力し、

検索対象を選択する。検索対象と

して、オンラインショッピングサ

イトランキング[3]に大手サイト

ョッピング、楽天、Amazon、その他、の中から複数

とは上記大手３サイト以外すべての店舗を指す。検

を元に、Google のデータベース内から検索し、結果

入力したクエリを含むページの中でも、目的の商品

象となるように特別なキーワードをクエリに追加し

ックバックという言葉を結果から除外する［１］。第

らの検索となるように検索オプションを追加する。

として挙げられている Yahoo!!シ
の対象をユーザは選択することができる。その他

索を実行すると入力されたクエリを加工したもの

を提示する。クエリの加工は、第 1 段階として、

をオンラインで販売しているサイトのみが検索対

、主なノイズとなるブログを除去するためにトラ

2段階として、ユーザが設定した検索対象のみか

 

図 1 システム TOP ページ画面 



2.2 システムの優位性 

本システムでは検索のためのデータベースとして、最大規模である Google を利用していることから

検索対象が現状の、どの商品検索よりも数が多い。大手サイトはもちろん個人商店までもが検索対象

となる。また、検索システム自体に Google のシステムを使っていることから、結果にはページランク

の効果が表れ、よく利用されるサイトが上位に表示される。この結果は、ユーザが購入にあたってシ

ョップの信頼性を評価する材料になると思われる。 

検索対象を、「Yahoo」「Amazon」「楽天」「その他」から選ぶことができるため、ユーザの好みの絞込

みを簡単に行うことができる。 

3.評価実験 

3.1 実験方法 

大学生 25 人にクエリとして具体製品名（例、SH505is）、抽象製品名（例、ケータイ）の２通りで検

索してもらい、システムがオンライン・オフラインでのショッピングにおいての有用性についてアン

ケートをとった。また、検索の対象として選択したサイトを記録した。 

3.2 実験結果 

表 1 実験結果 抽象製品名・具体製品名それぞれの評価を 

比べると偏りはみられなかった。また、検索

対象サイトの選択についても偏りがみられな

かった。評価結果を表 1 に示す。オンライン

ショッピングのみに活用したいという意見が

６割を占めた。 

評価項目 集計人数 

オンラインショッピングのみ使いたい １５

オン・オフライン問わずに使いたい ５

不必要 ５

その他システムの方が有益 ０

4.考察 

検索結果として提示されるものがすべて販売中の商品であることから、オフラインショッピングに

おいても、現在世の中に流通している商品を探すことができ、商品カタログ的に活用することができ

る。つまり、オンラインでの商品検索がオフラインショッピングにも活用可能であるという提案につ

ながる。しかし、妥当な結果が提示されるにも関わらず、オンラインショッピングのみに活用したい

という評価しか得られなかったことはシステムの活用方法の提案不足により、オフラインでの活用方

法を想起させきれなかったためと思われるが、実験だけでは明白にさせることができなかった。 

オンラインの商品検索として十分に利便性の高いものであり、商品購入という目的の元に利用する

検索システムとしては十分に有益なものであるといえる結果を得ることができ、システムの有用性は

示された。今後の改善として、値段によるソートや商品画像の提示等を加えるべきであると思われる。 
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